
第１8 回 ジュニアドッジボール大会 大会要綱 

目  的  ドッジボールの大好きな選手の交流と技術向上を図り、合わせてドッジボール競技の 

普及発展を目指す。  

 

日  時  令和 ７年１１月２３日（日） 

     《役員集合》      8：00   《開場・受付》   8：30 

        《審判ミーティング》    8：40   《代表者会議》   8：50 

《練習》        9：00   《開会式》     9：40 

《試合開始》      10：00   《閉会式》     16：30(予定) 

 

会  場  長野運動公園総合体育館 

 

主  催  長野市ドッジボール協会 

 

後  援  長野市教育委員会 

      (公財)長野市スポーツ協会 

長野県ドッジボール協会 

 

カテゴリー １～４年の部 

 

参加チーム １４チーム 
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出場資格  １．令和７年４月１日現在、小学校１年～４年生で構成したチームで、１チーム 

    8～20 名とする。 

２．参加者は全員スポーツ保険他に加入していること。 

 

競技方法  ① 予選リーグを経て決勝トーナメント方式にて行う。 

② １０人制で試合を行う。  

当日の参加人数変更については、代表者会議にて協議する。 

 

競技規則  ① ＪＤＢＡオフィシャルルール及び本大会特別ルールで行う。 

② 試合はすべて５分１セットマッチのランニングタイム制で行う。 

③ 予選リーグは、ポイント順位制を採用する。勝利２点、引き分け１点、敗戦０点 

④ ２チーム以上が同ポイントの場合、以下の方法で順位を決定する。 

1) 各試合終了時の味方内野人数の合計が多いチームを上位とする。 

2) 直接対決の勝ちチームを上位とする。 

3) 各試合終了時の相手内野人数の合計が少ないチームを上位とする。 

4) 上記 1)～3)で決定できない場合は、決定戦（５分１セットランニングタイム）を

行い決定する。 



⑤ 決勝トーナメントで各セット終了時に内野人数が同数の場合、Ⅴポイントゲームを

行う。 

⑥ ベンチ入り可能人数は、選手 20 名、監督（成人）、コーチ、マネージャーとする。 

⑦ 審判員への抗議、アピールは一切できない。 

⑧ ボールはミカサ３号球を使用します。 

⑨ 競技コートは、内野１０ｍ、外野エリアの幅は３ｍとする。 

 

表  彰  上位チームを表彰する。 

  

 

そ の 他  ① 本大会は帯同審判員制（ＪＤＢＡ公認審判員または県協会認定審判員（Jr を含む）） 

１日拘束とします。各チーム２名の登録をお願いします。手当等は支給いたしませ

ん。帯同審判を出せない場合は参加料に 2,000 円／名をプラスしてお支払いくださ

い。尚、帯同審判員の昼食は、こちらで用意いたします。 

② 当日は必ず責任者、または保護者が引率してください。 

③ 大会参加に当たっては選手のコロナ及びインフルエンザ感染対策及び健康管理に十

分留意してください。競技中の怪我については、会場にて応急手当は致しますが、

その後の責任は負いません。又、会場までの移動についても同様といたしますので

ご了承ください。 

④ 会場以外でのボールを使った練習は禁止といたします。ゴミについても各チームで 

お持ち帰りください。 

      ⑤ サブ体育館を 15：00 まで練習会場として開放致します。譲り合って使用下さい。 

 注意事項 

・当日、オーダー表の提出はいりません。 

・※この大会は、お弁当業者の協賛を頂いております。ご購入のご協力をお願いしま

す。 

       ・各チーム、できるだけ乗り合わせでお願いします。 

 

        

            《問い合わせ》 

長野市ドッジボール協会事務局 前田方 

ＴＥＬ ０２６－２９２－８００５ 

ＦＡＸ ０２６－２９２－８００５ 

Mail  sada5205@dance.ocn.ne.jp 塚田普及部長 


